
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

 

令 和 ６ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 越 谷 特 別 支 援 学 校 ） 
 

目指す学校像 一人一人の児童生徒の豊かな成長を支援し、保護者と地域の信頼に応える学校       

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。 

       

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重点目標 

１ １２年間を見通した教育課程の編成と、児童生徒一人一人を大切にした教育活動を行う。 

２ 肢体不自由特別支援学校として、保護者と地域に信頼される学校づくりを行う。 

３ 安心安全な教育環境づくりと、その基盤としての教育力を高める教員集団づくりを行う。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者   名 

    生徒   名 

   事務局(教職員)   名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学校自己評価  学校関係者評価 

年度目標 年度評価（  月  日 現在）  実施日 令和  年  月  日 

番

号 
現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 
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 授業においての３観点での目標設定と評価を行うこと

が概ねできるようになってきたが、個別の指導計画の目

標設定の仕方については適切に行えているのか不安

があるという声もあることから、引続き理解と定着をする

必要がある。年間指導計画については、個別の指導

計画の目標を踏まえた作成ができていないことや、各

学校行事の目標を観点別で設定していないことから、

年間指導計画作成の手順や内容について全体に周

知していく必要がある。 

学校研究として取組んだ授業づくりシートは、各教科

の見方・考え方を踏まえて授業を計画・実施することに

つながった。今後は、児童生徒の評価の難しさを改善

するためにシートの工夫をする必要がある。 

 自立活動について各教科との違いや教育的意義な

どの研修を行い浸透しつつある。本校における自立活

動について、外部専門家や機器の活用など、引続き指

導力を高める工夫をしていきたい。 

（１）学習指

導要領に基

づいた教育

計画と授業

実践、評価

の改善。 

年間指導計画の作成時期や

意図について、研修等を通じて

周知し、具体的な活用方法の共

有を行う。 

特別活動も含め、授業におけ

る目標設定の仕方を定着させ、

評価の改善に向けて研修の中で

例を示す。 

個別の指導計画の目

標を踏まえた年間指導計

画を作成することができ

たか。 

３観点での目標設定と

評価が各教科および特

別活動で行うことができた

か。 

 

 

 

 

 

（２）児童生

徒が主体的

に学べる授

業づくり。 

授業づくりシートを用いた単元

計画作成と書式の改善に向け検

討し実施する。 

自立活動の指導力が高まるよ

う、外部専門家・自立活動専任等

を積極的に活用する。 

授業づくりシートの書

式を検討し、活用すること

ができたか。 

児童生徒の個々の困

難さに応じた自立活動の

指導ができたか。 
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月例学校公開を行い、地域の保護者に肢体不自由

校の就学基準、教育課程、指導内容について情報提

供を行った。また、市教委や地域の福祉課等との連絡

会や事業所向け学校公開においては、地域の学校か

ら事例提供をいただくなど相互連携を行った。さらに連

携を深めていくために、方法や内容について検討して

いく必要がある。 

保護者アンケートについては紙と webの両方での集

約で 73％の回収率であった。全体的に高評価よりであ

ったが、意見や要望については共有し、学校運営改善

に活かしていきたい。 

地域交流・参画について教職員から意見を募り、地域

資源を活用した活動について声が集まった。学校運営

協議会での検討を行い、具体化につなげていきたい。 

（１）センター

的機能によ

る地域支援

と、関係機関

との連携。 

学校として各関係機関と目的を

明確にし、児童生徒にとって必要

な支援や情報共有を検討し学校

公開や連絡会等を実施する。 

目的に応じた学校公

開や連絡・相談を行うこと

ができたか。 

 

 

 

 

 

（２）保護者

や地域から

の視点を学

校運営に反

映する仕組

みづくり。 

保護者アンケートは学校評価と

してだけではなく、意見や助言を

受けて学校運営に生かす内容に

する。 

地域資源を活用し、児童生徒

のために学校として取組みたいこ

とについて、学校運営協議会で

検討を行う。 

保護者の声を受け、教

育活動の改善につなげ

ることができたか。 

 

学校運営協議会での

検討を教育活動に反映

させることができたか。 
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様々な事故や災害を想定した訓練を実施している

が、報告・連絡・相談と指揮系統を確実に行うために

は、全教職員が迅速かつ確実に行動できるための訓

練を実施していく必要がある。 

会議時間の縮減や動画による研修など、会議や研

修が効率的・効果的に行えるよう取組みを進めている。

負担軽減とやりがいの実感という面において検証をし

ながら進めることが重要である。 

（１）児童生

徒が安心安

全に学ぶた

めの体制の

整備。 

マニュアルをもとにした訓練を

行い、迅速な対応とともに指揮系

統や報告・連絡等について確認・

検証を行う。 

 

実際を想定した訓練を

もとに危機管理マニュア

ルを見直すことができた

か。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教職員が

やりがいを感

じられる組織

づくり。 

業務上必要なこと、やりがいを

感じること、業務の負担について

の検証を行い、学校課題会議で

その解決策を講じ実行する。 

検証をもとに解決策を

実行することができたか。 

 

 

 

 


